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		  【禁忌・禁止】

  使用方法

		  ◆滅菌や消毒時に以下の薬液は使用しないでください。これら

の薬剤は、チューブをdisintegration(崩壊、分解 )する可能

性があります。chlorine(塩素 )を含む液は使用しないでくだ

さい。また、酸化剤もチューブを劣化させる可能性がありま

すので、使用しないでください。

   Hypochlorite(次亜塩素酸 )、Phenol(フェノール )、Ketone(
ケトン )、Formaldehyde(ホルムアルデヒド )、Chlorinated 
Hydrocarbons(塩素炭化水素 )、Aromatic Hydrocarbons(芳
香炭化水素 )、Inorganic Acids(無機酸 )

  ◆103、105は単回使用のみ可能です。再使用しないでください。

使用後は廃棄してください。

機械器具 06 呼吸補助器

再使用可能な人工呼吸器呼吸回路　　JMDNコード 37705000

スムーズボア （SMOOTH-BOR) 人工呼吸器用蛇管

 ＊＊ 2016年8月改訂（第10版　新記載要領に基づく改訂）

 ＊ 2011年8月改訂（第9版）

類別

管理医療機器　一般的名称

販売名

C0007

  ＜滅菌・殺菌・消毒方法＞

		 オートクレーブ…132℃、EOG…55℃、パスツール消毒…75℃
  薬液（ただし、禁忌・禁止に記載される薬剤は使用しないでください）

  ＜滅菌・消毒手順＞

		 病院で行なわれている標準的な消毒手順に従ってください。滅菌・

消毒後、チューブに劣化が見られないことを点検してください。

  ＜滅菌・薬剤・保管時の注意事項＞

		 ◆滅菌・消毒を行なう際は、蛇管に付着している分泌物を洗浄に

よって全て適切に除去してください。

  ◆消毒薬・殺菌薬で蛇管を消毒・殺菌した後に、滅菌をする場合、

洗剤の残留物が残らない様に、完全に濯いでください。充分に

濯ぎ落とされなかった残留物は、消毒・殺菌によって何度か繰

り返して化学薬剤にさらされ、回路にひびを入れたり、穴を開

ける原因となることがあります。消毒薬や殺菌薬に含まれる一

般的な内容物は、水溶性に富んでいます。このことにより、溶液

中にdialdehyde(ジアルデヒド )が再生産され、増大します。

  ◆オートクレーブ中に、滅菌庫内の壁面や棚などに直接接触しな

いようにしてください。

  ◆chlorine(塩素 )を含む消毒薬・殺菌薬は使用しないでください。

polyester elastomer(ポリエステル )は、塩素系溶液に長く浸し

た場合、ひび割れや小さな穴の開く場合があります。これらの

溶液が残留している状態で滅菌したり、温風ドライヤで乾燥さ

せた場合、劣化し易くなります。

  ◆紫外線に長期間さらされた場合、本品にピンホールなど破損や

劣化の原因となることがあります。直接日光等の当たらない場

所に保管してください。

  【主要文献及び文献請求先】

	＊＊	アイ・エム・アイ株式会社　レスピラトリ・ケア部

 ＊ TEL：048-968-4442
  
 ＊＊ 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

	 	製造販売業者の名称：アイ・エム・アイ株式会社

 ＊ 製造業者社名（国名）：Smooth-Bor Plastics
    （スムースボア　プラスチックス社）（米国）

  【形状・構造及び原理等】

		 1.構成

	 	①透明チューブ、②スパイラルビード、③チューブコネクタ

  
  2.チューブの長さ

		 150～1,800mm
  
  3.型式

		 103、105、203、205、303、
  305、403、405

  4.原理

		 本品自体は作動しません。本品の一方を人工呼吸器の吸気・呼気

接続口につなぎ、他方を患者さん側のパーツ（Yピースなど）に接続

します。人工呼吸器などの機器からの吸気ガス、患者さんからの

呼気ガスが本品の中を通過します。

 ＊＊ 【使用目的又は効果】

	＊＊	再使用可能な人工呼吸回路、呼吸回路用ガス供給用チューブの定

義から逸脱しない使用目的、効能又は効果である。

  
 ＊＊ 【使用方法等】

		 ①ピンホールなど損傷や劣化が無いことを目視確認してください。

  ②使用する人工呼吸器などの機器の取扱説明書に従って、機器・

呼吸回路などに取付けてください。

  
  【使用上の注意】

  ＜重要な基本的注意＞

  ◆チューブヘの損傷を防止するために、シリコーン製カフ部分（チ

ューブコネクタ）のみを持つようにしてください。

  ◆チューブを引っ張ったり、ひねったりしないでください。

  ◆UV(紫外線 )光にチューブを被爆させないでください。

 ＊＊ 【保管方法及び有効期間等】

		 保管温度：－40～＋70℃
  保管相対湿度:10～100%（非結露）

  
  【保守・点検に係る事項】

  1.使用者による保守点検事項

		 再使用タイプの製品は以下の方法により洗浄・消毒・殺菌・滅菌し

てください。ディスポタイプの製品は、使用後は廃棄してください。

  ＜洗浄＞

		 チューブの劣化を防ぐため、チューブは中性洗剤で洗浄してくだ

さい。また、消毒の前後水で充分に濯いでください。洗浄後、チュ

ーブに劣化が見られないことを確認してください。

①透明チューブ ②スパイラルビード

③チューブコネクタ

＊＊


